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ロボット導入で品質、生産性を向上

Τϯδϯ෦ͳͲͷ
Ξϧϛ෦をՃ

同社は昭和１３年に創業、平成３０年に創業８０周年
を迎える。ギヤケース、シリンダブロック、ヘッド
カバー、ハウジングなどの農機、建機や産業機械の
エンジンのアルミ部品を中心に、切削加工および
組立作業を行っている。特に５３台のマシニング
センター（ＭＣ）を使った小物や中物、薄物の切削
加工を得意にしており、熟練した技術と合わせて
１０㎛単位で顧客の要望に対応している。

̢̘ͷஔʹ
生産は加工、組立、生産技術の３つの部門に分か

れる。現在、加工部門は１２ラインあるが、各ライン
ともＭＣをＵ字型に配置していて、加工工程を分けて
切削することができる。このため１台のＭＣで全
工程を加工する場合と比べて、サイクルタイムが
圧倒的に短くなっている。

事業内容

̍̌ ⹙୯ҐͷՃを࣮ݱ
顧客が求める製品の加工精度に応じて、同社の

いずれの加工ラインにおいても１０㎛単位の加工を
可能にしている。しかし、これまでは作業員による
着脱ミスの可能性があり、ヒューマンエラーを完全に
防ぐことが難しかった。このため、ラインを自動化
して、作業者が扱っていた加工物の移動、エアブ
ロー、機械への着脱時間をなくし、ミスをなくすと同時
に生産性を向上することが求められていた。

ϓϩδΣΫτνʔϜを࡞ てͬݕ౼
同社ではプロジェクトチームを作り自動化を検討

していった。当初はロボットを１台導入する予定だった
のが、サイクルタイムの短縮、効率化の観点から２台
にすることにした（「ものづくり補助金」の申請は
１台分のみ）。１台は固定式のロボットで、もう１台は
走行式のロボット。２台のロボット合わせて５台の
ＭＣへの着脱をカバーした。

補助事業

Քಇ΄΅ඪをୡ
ロボットを導入した加工ラインでは、ＭＣの平均

稼働率がロボット導入前は７５％だった。それが、
導入後３ヵ月経った時点で８０％を達成し、生産性は
約２０％向上している。

現時点ではさらにロボット操作の習熟度が上がっ
たことで製品の種類が増え、段取り替えが増えて
いるにも関わらず、稼働率は８０数％にまで上昇して
いる。同社では事前の試算で９０％の平均稼働率を
見込んでいたが、ほぼ期待していた通りの効果が
得られたとしている。

ਫฏల։ޙࠓ
ロボットを導入してからは、品質面においても

顧客からのクレームはゼロになった。同社にとって
ロボットによる自動化は初めての試みだったが、今回
の導入に伴う経験を基にして、他の加工工程におい
ても自動化の水平展開を進めていくことにしている。

そして、製品のコストダウンと同時に、品質向上
や納期面における信頼性にもつながることから、
製品のいっそうの競争力強化が図れ、受注額の増加
と新規受注の確保につながるものと期待をして
いる。

具体的成果

ւ֎ͷΞϧϛ෦ʹର͠てڝ૪ྗ
同社ではこうした成果を踏まえて、今後加工ライン

の自動化をいっそう推し進めることを視野に入れて
いる。そして、現在は農機、建機、産業機械向け
部品を中心としているが、これまで培った技術に今回
の効果が付け加われば、いっそうのコストダウンと
高品質化を図ることができることから、国内はもと
より海外で生産されるアルミ部品全般に対しても
競争力を有することができると見ている。

ࣗಈंࢢͳͲۀࣄల։
幅広い業種でこの成果を生かした展開をして

いけると考えられるが、今、特に同社が狙っている
のが自動車を含む輸送関連と電気・一般機械の
市場で、同社の持つ加工精度の高さと工程時間の
短さを武器に攻勢をかけていく考えだ。実際に、
現在は自動車関連部品の商談も進んでいる。

年々深刻さを増す地球温暖化への対策としても、
素材としてのアルミは軽量性やリサイクル性などの
特徴から、今後需要が高まることは間違いないと
見られている。そうした市場に向けた同社の挑戦に、
いやがうえにも周囲の期待は高まる。

今後の戦略

ロボットとＭＣ
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ロボット導入で品質や生産性の向上につな
がっただけでなく、社員のスキルアップに
つながっていることもうれしい成果です。
海外拠点のタイ工場では加工機とロボット
を組み合わせたシステムの製作販売も行って
いきたいと考えています。

社員のスキルアップで新しい事業展開も
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３次元測定機で品質管理

プロジェクトチームのメンバー

平成26・27年度ものづくり補助金成果事例集平成26・27年度ものづくり補助金成果事例集
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